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〈表紙の写真〉
（那須塩原市）

大同元年（806）に温
泉が発見されたと伝
えられる塩原温泉発
祥の地、元湯。
万治2年（1659）に発
生した山津波によって
土砂に呑み込まれ、
温泉の湧出が途絶え
てしまいましたが、村
人たちの一身の祈り
により再び湧き出した
という故事がありま
す。
古式湯まつりは、温泉
の恵みに感謝し、末
永い繁栄を祈願する
行事で、元湯で汲ん
だ「御神湯」を塩原八幡宮に奉納した後、狩衣や白装束
を身にまとった人々による「分湯行列」が温泉街を練り歩
き、各地区において「分湯式」を執り行います。

今年の開催日　平成２７年９月２７日（日）

古式湯まつり

■巻頭言
　「サシバの里で里人の安心を紡ぐ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　市貝町長　入野　正明
̶
■メインテーマ

平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会
通常総会
̶
■国保運協会長プロフィール

新しい制度に期待を寄せて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　那珂川町　益子　明美
̶
■突撃ルポ 保険者みてある記

　第109回　那須塩原市
人と自然がふれあう　やすらぎのまち　那須塩原
̶
■特別寄稿①

第2回
「国保制度改革とリスク構造調整」
　　　　　　　神奈川県立保健福祉大学名誉教授　山崎　泰彦
̶
■特別寄稿②

第2回
「あなたロコモかも？　ロコモ度テスト①」
とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長　星野　雄一
̶
■保健師活動報告

生活習慣病の発症・重症化予防を目指して
≪結果説明会で健診データから
　　　　　　　　　日常生活を振り返る≫
　　　　　　　　　　　　足利市健康増進課保健検診担当一同　
̶
■保険者だより

“子育て環境日本一”を目指して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢板市
̶
■国保医療課だより

国民健康保険制度改革に関する検討会
̶
■私の趣味と健康法

何事もほどほどに
　　　　　　　　　　　　日光市　保険年金課長　高橋　正之
̶

■ただいまこくほ最前線

　好きな季節はスポーツの秋！
　　下野市市民課　保険年金グループ　
　　　　　　　　　　　　主事　青木諒二郎

　癒されるもの、探しています！
　　高根沢町住民課　保険年金係　
　　　　　　　　　　主任主事　小山　孝明
̶
■リポート
̶
■健康だより

コレステロール摂取量、上限撤廃！？
ニュースより
≪悪玉コレステロールを増やさないために≫
　　栃木県国民健康保険団体連合会
　　　　　　　　　衛生管理者　登坂　美子
̶
■歩こう！あの道

  「塩原渓谷遊歩道」で森林浴を楽しもう
̶
■国保連合会からのお知らせ
̶
■編集後記
̶
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市貝町長

入野　正明

サ
シ
バ
の
里
で

  

里
人
の
安
心
を
紡
ぐ

いり の まさ あき

巻頭言巻頭言
　

市
貝
町
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
「
サ

シ
バ
の
里
」
の
商
標
登
録
を
行
う
と
と
も

に
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
サ
シ
バ
の
サ
ッ
ち
ゃ
ん
」

の
作
成
、
道
の
駅
「
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か

い
」
の
開
設
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
「
サ

シ
バ
」
を
用
い
、
サ
シ
バ
の
里
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
サ
シ
バ
な
の
か

と
申
し
ま
す
と
、
当
町
で
は
１
０
０
㎢
あ

た
り
１
３
８
つ
が
い
の
サ
シ
バ
が
営
巣
し

て
お
り
、
日
本
一
、
否
、
世
界
一
の
高
密

度
繁
殖
地
域
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

引
き
続
き
サ
シ
バ
の
生
息
で
き
る
環
境
の

保
全
と
、
サ
シ
バ
に
あ
や
か
っ
た
ブ
ラ
ン

ド
品
の
開
発
、
販
売
に
よ
る
自
立
的
な
地

域
経
済
の
確
立
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
ん
な
に
沢
山
の
サ
シ
バ
が
４

月
か
ら
９
月
ま
で
の
夏
の
間
に
か
け
て

２
０
０
０
㎞
を
飛
び
、
何
を
し
に
来
る
の
か

と
申
し
ま
す
と
、
子
育
て
に
や
っ
て
く
る

の
で
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
し
て
、
子

孫
を
永
遠
に
繋
い
で
い
く
、
大
変
な
大
切

な
営
み
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
の
世
界
で
は
、
少
子
化
の
危

機
が
叫
ば
れ
、
本
来
国
が
考
え
、
対
策
を

施
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
今
度
は
全
国
の
自

治
体
に
投
げ
ら
れ
バ
ラ
バ
ラ
の
処
方
箋
が

描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
子
宝
が
授

か
れ
る
か
ど
う
か
は
、
安
全
で
安
心
で
き

る
子
育
て
環
境
が
あ
る
か
ど
う
か
が
重
要

で
す
。
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
育
て
て
い
る

家
庭
が
、
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

の
保
険
者
か
ら
、「
国
保
は
相
互
扶
助
制
度

で
す
の
で
、
保
険
料
を
払
わ
な
い
人
に
は

保
険
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
」
な
ど
と
「
旧
」

国
保
法
第
１
条
を
持
ち
出
し
て
諭
さ
れ
る

事
例
が
今
で
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
子
ど

も
が
身
体
の
痛
み
や
不
快
感
を
訴
え
て
も

親
は
限
ら
れ
た
生
活
費
の
中
で
、
保
険
料

（
税
）
滞
納
に
よ
り
10
割
の
医
療
費
を
支
払

う
こ
と
よ
り
も
食
べ
る
こ
と
を
優
先
さ
せ

ま
す
。
子
ど
も
ば
か
り
で
な
く
、
親
も
医

療
機
関
を
受
診
す
る
の
を
我
慢
し
、
親
子

の
健
康
が
蝕
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
保
険
料

（
税
）
徴
収
と
い
う
小
さ
な
財
政
的
配
慮
が
、

疾
病
の
重
篤
化
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は

多
額
の
財
政
出
動
と
い
う
、
し
っ
ぺ
返
し

を
突
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

幸
い
国
保
法
が
改
正
さ
れ
、
子
ど
も
の
健

康
が
尊
重
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
保
は
、
様
々
な
医
療
保
険
が
あ
る
中
で
、

最
後
に
た
ど
り
着
く
保
険
と
い
う
意
味
に

お
い
て
、
国
民
の
生
存
権
を
守
る
役
割
を

担
わ
さ
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
私
た
ち

保
険
者
を
は
じ
め
窓
口
の
担
当
者
に
お
い

て
も
、
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
か
み
締
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
制
度
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
と
交
差
す
る
こ
と
な

く
地
方
創
生
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
地
域
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
の
医
療
ア
ク
セ
ス
が
異
な
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。



2

　

７
月
29
日
（
水
）、
栃
木
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
27
年
度
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
、
議
決
事
項
と
し
て
平
成
26

年
度
事
業
報
告
及
び
各
会
計
決
算
等
14
議

案
す
べ
て
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

医
療
費
抑
制
に
向
け
た
工
夫
が
重
要

　

は
じ
め
に
、佐
藤
理
事
長
（
宇
都
宮
市
長
）

が
、「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築

す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
こ
れ
ま
で

国
保
保
険
者
の
求
め
て
き
た
内
容
が
一
定

程
度
実
現
を
見
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
改
革
は
、
市
町

村
の
財
政
基
盤
強
化
に
繋
が
る
が
、
同
時

に
、
医
療
費
の
抑
制
に
向
け
た
工
夫
や
努

力
が
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
住
民

の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
納
得
性
の
高

い
事
業
を
築
い
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を

述
べ
た
。

　

次
に
、
来
賓
と
し
て
、
栃
木
県
保
健
福

祉
部
国
保
医
療
課
長
江
﨑
牧
身
氏
が
、
新

制
度
の
円
滑
な
実
施
運
営
に
向
け
て
、
運

用
等
の
詳
細
を
厚
生
労
働
省
と
協
議
・
検

討
し
て
い
く
う
え
で
、
本
県
も
全
国
知
事

会
代
表
と
し
て
積
極
的
に
発
言
を
行
っ
て

い
く
と
述
べ
た
。
ま
た
、
本
県
の
国
民
健

康
保
険
税
収
納
率
の
状
況
に
触
れ
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
収
納
率
向
上
に
向
け
た
保

険
者
の
一
層
の
取
り
組
み
を
求
め
た
。

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

　

本
総
会
で
は
、
議
長
に
益
子
町
長
の
大

塚
朋
之
氏
が
選
出
さ
れ
、
報
告
事
項
２
件

平
成
27
年
度

  

栃
木
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常
総
会佐藤理事長

事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
可
決
承
認

と
議
決
事
項
14
議
案
な
ど
厳
正
に
審
議
し
、

全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
本
通
常
総
会
で
は
本
会
役
員
の
改

選
が
行
わ
れ
、
理
事
14
名
及
び
監
事
３
名

が
決
定
。
総
会
終
了
後
開
催
し
た
理
事
会

に
お
い
て
、
役
付
理
事
の
互
選
が
行
わ
れ
、

理
事
長
に
佐
藤
栄
一
・
宇
都
宮
市
長
、
副
理

事
長
に
大
久
保
寿
夫
・
小
山
市
長
、
入
野

正
明
・
市
貝
町
長
、
常
務
理
事
に
大
谷
範
雄
・

那
須
烏
山
市
長
、
高
津
戸
忠
一
・
学
識
経

験
者
が
選
任
さ
れ
た
。

（
役
員
名
簿
は
本
会
Ｈ
Ｐ
へ
別
掲
）

「議長」益子町長　大塚朋之氏 栃木県保健福祉部国保医療課長
江﨑牧身氏
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平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会通常総会
  Ⅰ 報告事項	 	 	
報告第１号　理事長専決事項報告について

１　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（公費負担医療
に関する診療報酬支払勘定）歳入歳出予算補正について

２　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計（障
害介護給付費支払勘定）歳入歳出予算補正について

３　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同
事業の拠出金等の変更について

４　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計（業務勘定）歳
入歳出予算補正について

報告第２号　規則及び規程の一部改正について
１　栃木県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等に関する費用支払規則
の一部改正について

２　栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業規則の
一部改正について

３　栃木県国民健康保険団体連合会介護給付費審査支払規則の一部改正について
４　栃木県国民健康保険団体連合会介護給付費審査委員会規程の一部改正について
５　栃木県国民健康保険団体連合会介護給付費審査委員会委員報酬並びに費用弁償規程の
一部改正について

  Ⅱ 議決事項
議案第１号　栃木県国民健康保険団体連合会規約の一部改正について
議案第２号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
議案第３号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第４号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の

認定について
議案第５号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入

歳出決算の認定について
議案第６号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会保険財政共同安定化事業・高額医療費共同

事業特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第７号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務共同処理事業

特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第８号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決

算の認定について
議案第９号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入

歳出決算の認定について
議案第10号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会特定健診保健指導費用決済業務特別会計歳

入歳出決算の認定について
議案第11号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会国保高齢者医療制度円滑導入基金事業特別

会計歳入歳出決算の認定について
議案第12号　平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会職員厚生資金貸付金特別会計歳入歳出決算

の認定について
議案第13号　平成27年度栃木県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
議案第14号　栃木県国民健康保険団体連合会役員の改選について

   Ⅲ その他



4

　平成26年度の事業については、平成26年2月27日開催の通常総会で議決された事業計画に基づき、県及
び関係機関と連携を図り、保険者に満足してもらえる成果を生み出すために、次の各種事業を行いました
ので、その概況を報告します。

第1　国民健康保険事業の安定的運営
第2　国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業の効率化等
第3　共同事業の効率的推進
第4　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
第5　介護保険事業関係業務の適正執行
第6　新規事業への対応
第7　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備

第１  国民健康保険事業の安定的運営
　国保運営の都道府県化を含む医療保険制度改革を踏まえつつ、国民健康保険事業の安定的運営に向け
て保険者と連携を密にし、事務の効率化調査研究、価値ある情報の提供に努めた。
　また、医療保険制度を将来にわたって持続可能で安定的な制度にするため、引き続き国保関係者が一
丸となり、国民健康保険事業の安定運営に向けた運動を展開した。

第２  国民健康保険・後期高齢者医療診療報酬審査支払事業の効率化等
　審査事務共助の充実強化、審査委員会への情報提供などによる効率的なレセプト審査体制の強化を図
ることはもとより、審査事務共助支援システム及び国保総合システムに実装の縦覧・横覧・突合の審査
機能を活用し、審査の更なる精度向上を図った。
　また、出産育児一時金等の支払業務及び後期高齢者医療事務代行業務の適正化かつ効率化を図った。

第３  共同事業の効率的推進
　保険者事務共同電算処理事業の更なる事業の拡充を図るため、国保総合システム機能を活用し、保険
者事務の効率化を図った。
　また、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業の効率化、更には求償金の滞留防止等により第
三者行為損害賠償求償事務共同処理事業の効率化を図った。

第４　実効性のある保健事業の支援強化と特定健診等データ管理業務の適正執行
　生涯元気で活力ある地域づくりを支援するための人材育成および本会が提供する医療データの活用を
推進した。また、栃木県保険者協議会を通じ地域・職域保険の連携強化等により保健事業の実効性を高
めるなど、市町保健事業の支援を行った。
　特に、生活習慣病対策のために医療保険者に位置づけられた特定健診等の受診率目標達成のための支
援を強化した。併せて、特定健診等のデータ管理業務の適正執行に努めた。

第５　介護保険事業関係業務の適正執行
　介護給付費審査支払業務、障害者介護給付費及び障害児給付費支払業務の適正執行、介護給付適性化
事業の積極的推進による保険者の支援及び苦情処理担当者の連携強化、苦情・相談への対応の充実等に
より介護サービスの質的向上を図った。
　また、平成26年5月全国一斉に本稼働した介護保険・障害者総合支援システムの一拠点集約化につい
ては体制整備を万全に図り、安定稼働に至った。

第６　新規事業への対応
　柔道整復施術療養費の支払処理として、平成26年度から一部の柔道整復師団体（公益社団法人栃木県
柔道整復師会）への支払代行を開始し、保険者事務の効率化を図った。
　また、柔道整復施術療養費の適正化として、柔道整復施術療養費申請書のデータ化を変更するととも
に、適正化データ提供内容の充実強化を可能とするシステムの構築を行い、保険者事務の効率化を図っ
た。
　加えて、平成26年10月に本県にて開催されたねんりんピック栃木2014の大会趣旨に賛同し、協賛イベ
ントブース「国保いきいきステーション」を出展した。

第７　成果を生み出す組織体制・事務運営等の整備
　保険者に満足してもらえる成果を生み出す事業を効率的に進めるため、平成26年度本会事業計画の重
点目標の取り組み方針に沿って事務局体制の整備、職員の資質の向上、事務運営の改善に努めた。

平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会事業報告書
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平成26年度栃木県国民健康保険団体連合会一般・特別両会計歳入歳出決算の状況（対前年比）

一般会計

会　　計　　区　　分

業務勘定

業務勘定

業務勘定

業務勘定

国民健康保険診療報
酬支払勘定
公費負担医療に関す
る診療報酬支払勘定
出産育児一時金等に
関する支払勘定

　  小　　　　計

後期高齢者医療診療
報酬支払勘定
公費負担医療に関す
る診療報酬支払勘定

　  小　　　　計

介護給付費支払勘定

公費負担医療等に関
する報酬等支払勘定

　  小　　　　計

障害介護給付費支払
勘定

障害児給付費支払勘定

　  小　　　　計

支

　払

　勘

　定

支

　払

　勘

　定

支

　払

　勘

　定

支

　払

　勘

　定

特定健診保健指導費用決済業務
特別会計
国保高齢者医療制度円滑導入基
金事業特別会計

職員厚生資金貸付金特別会計

　　　　合　　　　計

保険財政共同安定化事業・高額
医療費共同事業特別会計
第三者行為損害賠償求償事務共
同処理事業特別会計

関
係
業
務
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

支

払

特

別

会

計

診

療

報

酬

審

査

業

務

特

別

会

計

介
護
保
険
事
業
関
係

関
係
業
務
等
特
別
会
計

障
害
者
総
合
支
援
法

［備考］上記表中、（ ）内の数字は、各会計支払勘定、保険財政共同安定化事業・高額医療費共同事業拠出金、第三者行為損害賠償求償金、介護保険事業関係
業務特別会計の主治医意見書料、特定健診費用決済業務、円滑導入関係諸費（事業費、特定資産支出、借入金償還金、諸支出金、特別会計（国民健康
保険診療報酬支払勘定）繰出金）、国保介護従事者処遇改善基金を除いた数字（事務運営に要する経費）である。

歳　入　決　算　額 歳　出　決　算　額 歳　入　歳　出　差　引　額

平成25年度 平成26年度 前年比 平成25年度 平成26年度 前年比 平成25年度 平成26年度 前年比

皆増
皆増

219.8%
219.8%

87.6%

100.2%

－

88.2%

134.5%
134.5%

100.5%

100.0%

100.5%

41.5%
41.5%

112.5%
112.5%
94.8%
94.8%

100.0%

100.0%

100.0%

168.9%
168.9%

100.0%

－

100.0%

378.8%
378.8%
124.1%
124.1%

101.4%

156.7%
148.0%
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那
珂
川
町
は
平
成
17
年
10
月
１
日
、
旧

小
川
町
と
旧
馬
頭
町
が
合
併
し
て
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。

　

北
部
は
大
田
原
市
、
南
部
は
那
須
烏
山

市
、
西
部
は
さ
く
ら
市
、
東
部
は
茨
城
県

大
子
町
及
び
常
陸
大
宮
市
と
隣
接
し
て
い

ま
す
。
町
の
中
央
を
那
珂
川
が
流
れ
、
そ

の
清
ら
か
な
流
れ
に
は
天
然
の
鮎
が
遡
上

し
、
鮎
釣
り
を
楽
し
む
方
々
に
も
有
名
で

す
。
ま
た
、
北
部
に
位
置
す
る
小
砂
地
区
は

平
成
25
年
10
月
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
豊

か
な
山
里
に
も
囲
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
特

産
品
と
し
て
の
「
小
砂
焼
」
や
、
地
域
文

化
活
動
の
拠
点
と
な
る
「
那
珂
川
町
馬
頭

広
重
美
術
館
」
な
ど
、
文
化
、
芸
術
の
面

で
も
広
く
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　

面
積
は
１
９
２
・
７
８
㎢
で
東
西
22
㎞
、

南
北
18
・
９
㎞
と
東
西
に
や
や
長
く
、
国
道

２
９
３
号
線
、
国
道
２
９
４
号
線
が
走
り
、

「
道
の
駅
ば
と
う
」
は
連
日
た
く
さ
ん
の
観

光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度

に
は
那
珂
川
町
が
よ
り
豊
か
で
安
全
快
適
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し

て
、
10
年
間
の
計
画
期
間
と
し
た
「
那
珂

川
町
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
町
の
国
保
運
営
協
議
会
長
を
務
め
ら
れ

る
、
益
子
明
美
氏
は
、
平
成
15
年
4
月
に

旧
馬
頭
町
の
町
議
に
当
選
。
平
成
17
年
の

合
併
に
よ
る
在
任
特
例
期
間
を
経
て
那
珂

川
町
の
町
議
に
当
選
さ
れ
、
現
在
３
期
目

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
議
会
広
報
特
別

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長
等
の
要
職
を

歴
任
、
議
会
の
活
性
化
や
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
て
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現

在
は
教
育
民
生
常
任
委
員
長
、
南
那
須
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員
も
務
め

ら
れ
る
な
ど
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
を
め
ぐ
る
情
勢

は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
被
保
険
者
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
保
険
料
の
減
免
制
度
の

拡
充
に
伴
う
保
険
料
の
減
収
、
療
養
給
付

費
の
増
加
等
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
都

道
府
県
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
お
り
、
益
子
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

豊
か
な
知
識
と
今
ま
で
培
わ
れ
て
こ
ら
れ

た
幅
広
い
経
験
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
国

民
健
康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
と
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
ご
活
躍
い
た
だ
け
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

国保運協会長プロフィール

那珂川町

益　子　明　美
ま し こ あ け み

会
長
の
一
言

「新しい制度に期待を寄せて」
　平成30年度から財政運営の責任主体が県へ移行すること
になり、制度の安定化が期待されています。
　一方県内で医療格差がある中、保険料の負担はどのよう
に決定されるのかという不安もあります。保険料率の決定
に関しては、高齢化率なども考慮される等、市町の実情に
則した設定がされることを望みます。
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第
1
0
9
回  

那
須
塩
原
市

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

　那
須
塩
原

人
と
自
然
が
ふ
れ
あ
う

や
す
ら
ぎ
の
ま
ち

　那
須
塩
原

　

那
須
塩
原
市
は
栃
木
県
の
北
部
、
関
東

平
野
の
北
端
に
位
置
し
、
首
都
東
京
か

ら
１
５
０
㎞
圏
、
広
大
な
那
須
野
が
原

の
北
西
一
帯
を
占
め
て
い
ま
す
。
面
積
は

５
９
２
・
８
２
㎢
、
人
口
約
11
万
７
千
人
。

面
積
の
半
分
を
占
め
る
山
岳
部
は
日
光
国

立
公
園
の
一
角
を
形
成
し
、
塩
原
や
板
室

に
代
表
さ
れ
る
温
泉
、
四
季
折
々
の
表
情

を
見
せ
る
山
々
か
ら
平
坦
地
で
の
酪
農
・

田
園
地
帯
が
広
が
り
、
風
光
明
媚
で
自
然

豊
か
な
環
境
を
有
す
る
地
域
で
す
。
ま
た
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
が
進
ん
で
お
り
、
農
業
・

観
光
業
・
商
工
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
展
開

さ
れ
、
栃
木
県
北
部
の
中
核
を
担
う
都
市

で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
黒
磯
市
・
西

那
須
野
町
・
塩
原
町
が
合
併
し
、
今
年
１

月
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
た
那
須
塩
原
市

を
訪
ね
、
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
や
健
康
づ

く
り
、
保
険
税
の
徴
収
業
務
な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

『
チ
ャ
レ
ン
ジing

那
須
塩
原
』
実
施
中

　

ま
ず
は
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。
国
が
制
定
し
た
地
方
自
治
体

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
応

え
た
「
那
須
塩
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
市
の
ブ

ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
チ
ャ
レ
ン
ジing

那

須
塩
原
」
を
掲
げ
、「
定
住
促
進
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
転

入
人
口
、
な
か
で
も
若
年
世
代
を
増
や
す

た
め
、「
子
ど
も
の
教
育
、
特
に
英
語
教
育

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
の
市
内
全
小
中
学
校
へ
の
配

置
や
、
小
学
５
年
生
以
上
に
は
、
一
人
一

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

市
営
の
乗
馬
施
設
で
は
、
全
校
生
を
対
象

に
乗
馬
体
験
授
業
も
実
施
し
て
お
り
、
馬

と
触
れ
合
う
こ
と
で
の
『
癒
や
し
』
の
効

果
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

そ
の
ほ
か
、「
三
世
代
定
住
支
援
補
助
金
」、

「
新
幹
線
定
期
券
購
入
補
助
金
」
制
度
の
導

入
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
５
月
に
は
東
京
・
池
袋
で
官
民
一

丸
と
な
っ
て
、
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、「
定
住
促

進
」
に
向
け
た
熱
意
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

那 須 塩 原 市第109回

天皇の間記念公園（塩原地区）

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

 　　突撃ルポ 保険者みてある記

那須塩原市

宇都宮市
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今回の取材でお世話になりました
国保年金課、収税課、課税課、健康増進課の皆さん

巻狩鍋（那須野巻狩まつり）

厳
し
い
状
況
が
続
く
国
保
財
政

　

国
保
年
金
課
に
お
い
て
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
及
び
国
保
に
お
け
る
問
題
点

や
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
医
療
費

適
正
化
に
向
け
て
、
４
名
の
熟
練
し
た
レ

セ
プ
ト
点
検
員
の
も
と
、
２
次
点
検
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
介
護
保
険
と
医
療
保
険

と
の
突
合
審
査
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
居
所
が
不
明
の
被
保
険
者
の
追
跡
調

査
や
、
異
動
届
が
未
届
の
被
保
険
者
へ
の

勧
奨
通
知
等
、
資
格
付
与
の
適
正
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
被
保
険
者
の
健

康
増
進
の
た
め
に
、
専
門
施
設
へ
依
頼
し
、

筋
力
マ
シ
ン
や
有
酸
素
運
動
を
取
り
入
れ

た
支
援
事
業
「
健
康
度
ア
ッ
プ
事
業
」
を

実
施
。
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
を
対
象

に
、
健
康
に
つ
い
て
の
意
識
づ
け
や
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
、
改
善
を
目
的
と
し
た

内
容
で
す
。
問
題
点
と
し
て
は
増
高
す
る

国
保
医
療
費
に
つ
い
て
挙
げ
、
今
後
は
平

成
30
年
度
か
ら
の
新
制
度
に
向
け
た
体
制

整
備
に
向
け
て
、
各
課
で
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

現
年
度
課
税
分
優
先
徴
収
で

滞
納
の
早
期
対
応
に
努
め
る

　

収
税
課
で
は
、
将
来
的
に
滞
納
額
が
減

少
す
る
こ
と
を
見
据
え
、
現
年
度
課
税
分

に
つ
い
て
の
優
先
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
年
３
回
（
６
月
、

11
月
、
２
月
の
土
日
）
合
計
６
日
間
の
休

日
納
税
相
談
を
実
施
。
そ
の
他
、
地
区
ご

と
に
毎
週
水
・
木
・
金
曜
日
に
延
長
業
務

を
行
い
、
仕
事
帰
り
を
利
用
し
て
自
由
に

相
談
が
で
き
る
体
制
も
整
備
。
ま
た
、「
滞

納
額
を
少
し
で
も
減
ら
す
よ
う
に
、
今
年
、

高
額
滞
納
案
件
専
門
担
当
班
を
作
り
、
処

理
を
重
点
的
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

公
売
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
、
滞
納
繰

越
額
を
圧
縮
し
て
い
き
ま
す
」
と
の
こ
と
。

週
１
回
市
に
招
い
て
い
る
元
国
税
徴
収
専

門
員
は
現
場
に
も
同
行
し
、
書
類
の
作
成

方
法
、
公
売
案
件
の
評
価
方
法
な
ど
徴
収

実
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
も
ら
う
。「
一

人
あ
た
り
１
０
０
０
件
を
超
え
る
案
件
に

苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
早
期
対
応

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
徴
収
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
内
容
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
の

　
保
健
事
業
の
取
り
組
み

疾
病
原
因
を
分
析
し

効
果
的
な
健
康
づ
く
り
支
援
を
実
施

　

健
康
増
進
課
に
お
け
る
被
保
険
者
へ
の

健
康
づ
く
り
支
援
事
業
、
特
定
健
診
受
診
率

向
上
対
策
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
の
受
診
者
を

対
象
と
し
た
「
健
康
相
談
会
」
は
、
健
診

結
果
を
送
付
す
る
際
に
日
程
表
を
同
封
し
、

予
約
不
要
で
都
合
の
よ
い
時
に
き
て
も
ら

え
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
回
数
は
年

間
77
回
に
わ
た
り
実
施
予
定
。
市
は
面
積

が
広
い
た
め
２
カ
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
だ

け
で
は
対
応
が
難
し
く
、
地
区
の
公
民
館

も
活
用
。「
健
診
結
果
に
限
ら
ず
、
普
段
の

食
生
活
や
運
動
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か
け

と
し
て
様
々
な
相
談
に
乗
り
ま
す
」
と
話

し
、
各
地
域
の
住
民
の
方
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
今
年
度

中
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
を
目
指
す

と
と
も
に
、
住
民
の
疾
病
原
因
を
分
析
し

た
う
え
で
の
健
康
づ
く
り
支
援
を
行
う
予

定
。
現
在
の
疾
病
構
造
は
、
那
須
塩
原
市

全
体
で
は
、「
人
工
透
析
を
行
っ
て
い
る
方

の
う
ち
、約
41
％
は
糖
尿
病
が
原
因
。
ま
た
、

血
糖
値
が
高
い
方
が
多
い
、
高
脂
血
症
の

方
が
多
い
な
ど
地
区
ご
と
に
疾
病
が
わ
か

れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
那
須
塩
原
市
は

多
量
飲
酒
の
方
が
多
い
。
１
日
３
合
以
上

飲
酒
す
る
方
が
、
同
規
模
自
治
体
で
３
％

弱
で
あ
る
の
に
対
し
、
６
・
４
％
と
倍
以
上

で
あ
り
、
か
な
り
突
出
し
て
い
ま
す
。
地

区
に
よ
っ
て
は
10
％
を
超
え
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
」
と
話
し
、
想
定
し
て
い
る
地

区
ご
と
の
疾
病
原
因
を
確
認
す
る
た
め
に

も
、
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
検
討

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
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◎那須塩原市の概況

118,761
46,356
19,634
36,732
30.9

96,409
89.92

214,357
37.8

（H23）30.7

総人口（人）
総世帯数（世帯）

一人当たりの療養諸費費用額（円）
特定健診受診率（％）
特定保健指導実施率（％）

平成24年度
118,573
46,789
19,870
36,682
30.9

96,752
89.76

221,224
38.5

（H24）37.9

平成25年度
118,351
47,215
19,804
35,996
30.4

93,271
89.82

227,946
38.3

（H25）30.5

平成26年度

加入世帯数（世帯）
被保険者数（人）
被保険者加入率（％）
一人当たり調定額（円）
収納率（％）

国保被保険者

保険料（税）
収納状況（現年分）

減塩推進活動中

大山参道（西那須野地区）

大根ぶらさげ祭り（塩原地区）

　

さ
ら
に
、
生
活
習
慣
病
や
歯
周
疾
患
の

予
防
意
識
を
啓
発
す
る
た
め
、
歯
周
疾
患

予
防
の
た
め
の
展
示
や
相
談
を
、
健
診
当

日
に
実
施
。
併
せ
て
、
今
年
度
か
ら
は
「
１

ｇ
の
減
塩
」
を
掲
げ
、
減
塩
推
進
の
た
め

の
パ
ネ
ル
展
示
や
希
望
者
に
対
す
る
味
噌

汁
の
塩
分
測
定
を
行
な
う
な
ど
、
よ
り
効

果
的
な
事
業
展
開
に
向
け
て
、
既
存
の
事

業
を
見
直
し
な
が
ら
、
新
た
な
も
の
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
は

予
約
不
要
の
気
軽
さ
を
Ｐ
Ｒ

　

約
８
割
の
方
が
受
診
す
る
集
団
検
診
は
、

予
約
不
要
で
受
診
で
き
る
体
制
を
構
築
。
毎

年
度
当
初
に
対
象
者
に
向
け
特
定
健
診
受

診
券
と
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
斉
に

送
付
し
、「
気
軽
に
受
診
で
き
る
」
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
４

月
に
国
保
に
加
入
し
た
方
が
、
で
き
る
だ

け
希
望
日
に
受
診
で
き
る
よ
う
、
４
月
中

に
受
診
券
を
発
送
す
る
な
ど
、
対
象
者
の

利
便
性
を
第
一
に
考
え
た
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
下
半
期
、
特
定
保
健

指
導
の
日
に
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し

た
体
力
測
定
。
自
分
の
体
力
の
無
さ
と
運
動

の
必
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
参
加

し
た
方
か
ら
の
評
価
が
非
常
に
高
か
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
、
今
年
度
は
「
健
康
相
談
会
」

の
日
に
、
特
定
保
健
指
導
対
象
者
へ
の
体

力
測
定
を
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
す
る
よ

う
見
直
し
た
そ
う
で
す
。

特
定
保
健
指
導
利
用
率
Ｕ
Ｐ
へ
向
け
て

　

特
定
保
健
指
導
の
利
用
率
が
減
少
傾
向

に
あ
る
の
が
課
題
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
基
準
該
当
者
や
予
備
軍
該
当
者
の

割
合
は
減
少
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
保

健
指
導
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。「
特
定
保
健

指
導
の
ほ
か
に
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
運
動
セ
ミ
ナ
ー
、
メ
タ
ボ

予
防
セ
ミ
ナ
ー
、
骨
美
人
セ
ミ
ナ
ー
の
３

つ
で
す
。
対
象
者
が
保
健
指
導
に
参
加
し
、

運
動
の
必
要
性
を
意
識
し
た
頃
に
、
セ
ミ

ナ
ー
へ
と
繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
骨
密
度
測
定
器
を
活
用
し

た
骨
美
人
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
年
度
大
変
人

気
で
し
た
」
と
、
案
内
方
法
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
を
工
夫
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
利
用
者

が
増
え
た
よ
う
で
す
。

　

被
保
険
者
の
声
を
聞
き
、
随
時
見
直
し
な

が
ら
、
よ
り
い
っ
そ
う
満
足
度
の
高
い
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
施
策
か
ら
は
、
被

保
険
者
の
健
康
増
進
へ
の
想
い
が
う
か
が

え
ま
し
た
。



10

　

改
革
が
示
唆
す
る
も
の
は
、
保
険
料
財
源

に
よ
る
リ
ス
ク
構
造
調
整
を
強
化
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
浮
く
国
費
を
社
会
保
障
の
充

実
・
機
能
強
化
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る

と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。

　

財
政
の
健
全
化
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り

で
あ
り
、
社
会
保
障
の
給
付
と
負
担
の
一
層

の
効
率
化
・
重
点
化
が
要
請
さ
れ
る
の
は

必
至
で
あ
る
。
総
報
酬
割
に
し
て
も
、
高

齢
者
医
療
制
度
の
支
援
金
に
と
ど
ま
ら
ず
、

介
護
保
険
で
も
検
討
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に

は
、
医
療
保
険
制
度
本
体
に
お
け
る
制
度

間
・
保
険
者
間
の
調
整
論
議
に
ま
で
拡
大
す

る
可
能
性
す
ら
あ
る
。
そ
こ
で
の
調
整
方

法
は
、
保
険
者
努
力
を
最
大
限
に
活
か
す

形
で
の
リ
ス
ク
構
造
調
整
の
強
化
で
あ
る
。

こ
れ
も
今
回
の
改
革
が
示
唆
し
て
い
る
。

新
制
度
の
保
険
料
の
設
定
方
法

　

新
制
度
で
は
、
都
道
府
県
が
財
政
運
営

の
責
任
主
体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運

営
や
効
率
的
な
事
業
の
確
保
等
、
国
保
運

営
に
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
制
度
を
安

定
化
さ
せ
る
。

　

財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
都
道
府
県

が
医
療
費
の
見
込
み
を
立
て
、
市
町
村
ご

と
の
年
齢
構
成
調
整
後
の
医
療
費
水
準
と

所
得
水
準
を
反
映
さ
せ
た
納
付
金
の
額
を

決
定
す
る
。
年
齢
構
成
と
所
得
水
準
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
努
力
の
及
び
難
い
構
造

的
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
と
ら
え
、
都
道
府

県
レ
ベ
ル
で
リ
ス
ク
を
プ
ー
ル
す
る
。

　

こ
の
調
整
に
よ
り
、
市
町
村
の
所
得
水

準
が
同
じ
場
合
、
年
齢
構
成
調
整
後
の
医

療
費
水
準
が
高
い
ほ
ど
納
付
金
の
負
担
が

大
き
く
な
り
、
医
療
費
水
準
に
応
じ
た
負

担
と
な
る
。
ま
た
、
年
齢
構
成
調
整
後
の

医
療
費
水
準
が
同
じ
場
合
、
市
町
村
の
所

得
水
準
が
高
い
ほ
ど
納
付
金
負
担
が
大
き

く
な
り
、
公
平
な
保
険
料
水
準
と
な
る
。

　

併
せ
て
、
都
道
府
県
は
、
納
付
金
を
賄
う

た
め
に
必
要
と
な
る
標
準
保
険
料
率
を
市

町
村
ご
と
に
算
定
す
る
。
市
町
村
は
、
そ

れ
を
参
考
に
し
て
、
算
定
式
や
料
率
を
定

め
、
保
険
料
を
賦
課
・
徴
収
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
納
付
金
の
決
定
と
標
準
保

険
料
の
設
定
は
、
古
く
か
ら
の
標
準
保
険

料
を
め
ぐ
る
議
論
や
近
年
の
広
域
化
を
目

指
し
た
取
組
み
を
経
て
、
や
っ
と
辿
り
つ

い
た
到
達
点
で
あ
る
。

　

な
お
、
国
の
普
通
調
整
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
都
道
府
県
間
の
所
得
水
準
を
調
整

す
る
役
割
を
担
う
よ
う
適
切
に
見
直
す
が
、

年
齢
構
成
の
違
い
に
よ
る
医
療
費
水
準
の

違
い
は
今
の
と
こ
ろ
調
整
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
。
将
来
に
残
さ
れ
た
検
討
事
項
で

あ
ろ
う
。

調
整
財
源
の
保
険
料
へ
の
シ
フ
ト

　

今
回
の
国
保
制
度
改
革
で
は
、
社
会
保

障
制
度
改
革
が
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
明
確
な
兆
候
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
①
税
か
ら
保
険
料

へ
の
制
度
間
・
保
険
者
間
の
調
整
財
源
の

シ
フ
ト
、
②
調
整
方
法
と
し
て
の
リ
ス
ク

構
造
調
整
の
強
化
で
あ
る
。

　

国
保
制
度
改
革
に
お
け
る
追
加
財
源

３
４
０
０
億
円
の
半
分
は
、
被
用
者
保
険

の
高
齢
者
支
援
金
を
全
面
総
報
酬
割
に
切

り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
国
費
を

活
用
す
る
。

　

こ
れ
に
は
、
被
用
者
保
険
側
か
ら
強
い
反

対
が
あ
っ
た
が
、
協
会
け
ん
ぽ
の
ほ
か
に
、

健
保
組
合
で
も
報
酬
の
低
い
約
３
分
の
１

の
組
合
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
最
終
的
に
は
、
負
担
の
公
平
と
い
う
観

点
そ
の
も
の
は
受
け
入
れ
た
上
で
、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
ず
る
国
費
を
主
と
し
て
国
保

の
財
政
支
援
に
充
て
る
こ
と
に
対
す
る
反

対
に
変
わ
っ
た
。

　

こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
被
用
者

保
険
側
も
、
報
酬
水
準
の
格
差
を
保
険
者

の
自
主
努
力
の
及
ば
な
い
構
造
的
リ
ス
ク

と
し
て
承
認
し
、
税
財
源
で
は
な
く
、
保

険
料
財
源
の
移
転
に
よ
る
調
整
を
受
け
入

れ
た
こ
と
に
な
る
。

国保制度改革とリスク構造調整国保制度改革とリスク構造調整

神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎　泰彦神奈川県立保健福祉大学名誉教授 山崎　泰彦

特別寄稿①

第　回第2回
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リ
ス
ク
構
造
調
整
の
徹
底

　

現
状
で
は
市
町
村
の
保
険
料
負
担
の
水

準
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も
の
か
、
専
門
家

で
も
わ
か
り
に
く
い
。
国
の
調
整
交
付
金

の
配
分
方
式
の
複
雑
さ
の
ほ
か
に
、
医
療

費
水
準
の
差
に
よ
っ
て
生
ず
る
保
険
料
格

差
を
縮
小
す
る
財
政
安
定
化
共
同
事
業
が

組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
市
町
村
ご
と

に
保
険
料
の
算
定
式
（
賦
課
方
式
や
賦
課

割
合
）
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
の
繰
入

れ
を
行
う
市
町
村
が
少
な
く
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

新
制
度
で
は
、
都
道
府
県
と
共
同
し
て

引
き
続
き
国
保
事
業
を
担
う
市
町
村
の
責

に
帰
せ
ら
れ
な
い
、
年
齢
構
成
や
所
得
水

準
等
の
構
造
的
要
因
に
つ
い
て
調
整
を
徹

底
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
市
町
村
レ
ベ
ル

の
自
主
的
な
努
力
の
余
地
が
あ
る
実
質
的

な
医
療
費
水
準
や
、
保
険
料
（
税
）
収
納

率
の
違
い
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
保
険
料

負
担
の
水
準
に
反
映
さ
せ
る
。

　

移
行
に
あ
た
っ
て
は
保
険
料
水
準
の
激

変
を
緩
和
す
る
一
定
の
経
過
措
置
が
必
要

に
な
る
が
、
将
来
的
に
標
準
保
険
料
の
採

用
と
い
う
方
向
に
収
斂
す
れ
ば
、
保
険
料

負
担
の
平
準
化
が
進
み
、
保
険
料
水
準
の

違
い
が
ど
う
い
う
要
因
に
よ
る
も
の
か
明

ら
か
に
な
り
、
住
民
負
担
の
見
え
る
化
が

実
現
す
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
平
準
化
」
と
は
、

構
造
的
格
差
要
因
の
解
消
に
よ
る
平
準
化

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
都
道
府
県
下
で

統
一
（
均
一
）
保
険
料
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
新
制
度
は
リ
ス
ク
構
造
調
整

を
徹
底
す
る
も
の
で
、
保
険
料
格
差
そ
れ

自
体
の
解
消
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。

他
制
度
で
の
リ
ス
ク
構
造
調
整

　

新
制
度
の
リ
ス
ク
構
造
調
整
の
考
え
方

は
、
す
で
に
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
、
協
会
け
ん
ぽ
で
採
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
の
保
険
料
水
準
に
も
大
き
な

格
差
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
地
域
の
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
1

号
被
保
険
者
の
所
得
水
準
や
高
齢
化
率
と

い
う
構
造
的
格
差
要
因
に
つ
い
て
は
、
第

2
号
被
保
険
者
の
納
付
金
や
調
整
交
付
金

に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
で

は
介
護
報
酬
の
人
件
費
部
分
に
地
域
加
算

が
あ
る
分
だ
け
保
険
料
が
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
も
賃
金
の
実
態
を
反
映
す
る

も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
格

差
に
つ
い
て
も
、
所
得
水
準
を
調
整
し
た

上
で
実
績
医
療
費
水
準
を
反
映
さ
せ
た
も

の
で
あ
り
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
は
か
つ
て
は

全
国
一
律
で
あ
っ
た
が
、
平
成
21
年
９
月

か
ら
現
行
制
度
へ
の
切
替
え
が
行
わ
れ
た
。

新
制
度
で
は
、
年
齢
構
成
と
所
得
水
準
に

つ
い
て
全
国
レ
ベ
ル
で
調
整
し
、
実
質
的

な
医
療
費
水
準
の
地
域
差
を
反
映
し
た
都

道
府
県
単
位
の
保
険
料
率
を
設
定
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
旧
制
度
か
ら
の
切
替
え
に

と
も
な
う
激
変
を
緩
和
す
る
た
め
の
経
過

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
国
保
制
度
の
改
革
論
議
で

は
、
保
険
料
負
担
の
平
準
化
・
格
差
解
消
策

と
し
て
、
し
ば
し
ば
都
道
府
県
へ
の
保
険

者
の
移
管
を
含
む
広
域
化
が
提
唱
さ
れ
て

き
た
。
だ
が
、
市
町
村
の
責
に
帰
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
構
造
的
要
因
と
そ
う
で
な

い
要
因
を
峻
別
し
な
い
ま
ま
平
準
化
を
進

め
る
こ
と
は
、
自
主
的
な
保
険
者
努
力
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
損
な
う
も
の
で
、
受

け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

紛
糾
は
し
た
も
の
の
、
国
保
制
度
改
革

は
極
め
て
常
識
的
で
穏
当
な
と
こ
ろ
に
落

ち
着
い
た
よ
う
に
思
う
。

山
やま

崎
さき

　泰
やす

彦
ひこ

昭和20年11月広島県生まれ、昭和43年横浜市立大学卒。特殊法人社会保障研究所（現
国立社会保障・人口問題研究所）研究員、上智大学講師・助教授・教授、神奈川県
立保健福祉大学教授を経て、平成23年4月から神奈川県立保健福祉大学名誉教授。
専門は社会保障の制度・政策論。
社会保障制度改革国民会議委員、社会保障審議会介護保険部会長などを歴任し、現在、
社会保障制度改革推進会議委員、社会保障審議会会長代理（年金数理部会長、企業
年金部会長、年金記録訂正分科会長）、医療介護総合確保促進会議構成員、財政制度
等審議会委員、横浜市国民健康保険運営協議会会長などを務める。

プロフィール
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１　
前
回
ま
で
の
ま
と
め

　

足
腰
な
ど
運
動
器
障
害
に
よ
り
移
動
能

力
が
低
下
し
た
状
態
を
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
）
と
呼
び
、
ま
ず

は
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
で
ご
自
分
の
状

態
を
確
認
し
て
み
て
下
さ
い
、
と
前
回
お

話
し
し
ま
し
た
。
ロ
コ
モ
提
唱
の
意
義
は
、

な
っ
て
か
ら
の
治
療
で
は
な
く
そ
の
予
防

に
あ
り
、
つ
ま
り
普
段
か
ら
運
動
器
に
関

心
を
持
ち
健
康
増
進
に
励
ん
で
頂
き
た
い
、

と
い
う
概
念
な
の
で
す
。
ロ
コ
モ
連
載
第

２
弾
と
な
る
今
回
は
、
ロ
コ
モ
の
程
度
を

自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

２　
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
は
３
つ
あ
り
ま
す

　

運
動
機
能
を
診
断
す
る
為
の
３
つ
の
ロ

コ
モ
度
テ
ス
ト
が
、
日
本
整
形
外
科
学
会

か
ら
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
室

内
で
安
全
・
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
テ

ス
ト
で
、
①
と
②
は
主
に
脚
力
や
バ
ラ
ン

ス
能
力
を
見
る
テ
ス
ト
で
、
③
の
質
問
表

は
自
覚
症
状
を
点
数
化
し
て
評
価
す
る
為

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
３
つ
の
テ
ス
ト

に
は
す
べ
て
、「
ロ
コ
モ
が
始
ま
っ
て
い
る

（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」、
更
に
は
「
ロ
コ
モ

が
進
ん
で
い
る
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）」
と
い

う
基
準
値
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
面
の

都
合
で
、
こ
の
第
２
回
連
載
で
は
３
つ
の

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
の
う
ち
①
と
②
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
③
の
質
問
表
と
、
基

準
値
の
判
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
３
回

に
譲
り
ま
す
の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

３　
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
①

　
「
立
ち
上
が
り
テ
ス
ト
」

　

図
１
の
よ
う
に
、
片
脚
あ
る
い
は
両
脚
で

決
ま
っ
た
高
さ
か
ら
立
ち
上
が
れ
る
か
ど

う
か
を
み
る
テ
ス
ト
で
、
主
に
脚
力
を
測
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、「
ロ
コ
モ
が

始
ま
っ
て
い
る
」
は
片
脚
40
㎝
が
出
来
な

い
場
合
、「
ロ
コ
モ
が
進
ん
で
い
る
」
は
両

足
10
㎝
が
出
来
な
い
場
合
、
と
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
（
表
）。

特別寄稿②

とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長

第　回第2回

星野　雄一

あなたロコモかも?あなたロコモかも?
ロコモ度テスト①ロコモ度テスト①ロコモ度テスト①

図１　ロコモ度テスト①　立ち上がりテスト

表　ロコモ度の判定基準

両脚の場合 片脚の場合
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難
易
度
の
高
い
も
の
か
ら
並
べ
る
と
以

下
の
順
に
な
り
ま
す
。

片
脚　

10
㎝
、
20
㎝
、
30
㎝
、
40
㎝

両
足　

10
㎝
、
20
㎝
、
30
㎝
、
40
㎝

　

20
歳
代
、
30
歳
代
で
は
片
脚
で
20
〜
30

㎝
の
高
さ
か
ら
立
ち
上
が
れ
る
の
が
標
準

的
で
す
が
、
40
歳
代
以
降
は
片
脚
40
㎝
が

出
来
れ
ば
年
齢
相
応
で
す
。
70
歳
以
上
で

は
片
脚
40
㎝
は
6
〜
7
割
の
方
が
出
来
ず
、

両
脚
10
㎝
が
出
来
れ
ば
標
準
的
と
い
え
ま

す
。

　

日
本
人
の
体
格
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
て

い
る
椅
子
の
多
く
で
は
、
高
さ
は
ほ
ぼ
42

〜
43
㎝
で
す
の
で
、
ま
ず
は
食
卓
の
椅
子

な
ど
か
ら
片
足
で
立
ち
上
が
れ
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
が
簡
単
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
テ
ス
ト
を
行
う
為
の
10
㎝

か
ら
40
㎝
ま
で
の
台
は
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設

等
に
は
置
い
て
あ
る
事
が
多
い
で
す
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
日
本
整
形
外
科
学
会

が
有
償
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
整

形
外
科
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

４　
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
②

　
「
２
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
」

　

２
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
を
図
２
に
示
し
ま

す
。
で
き
る
限
り
大
股
で
２
歩
歩
い
た
歩
幅

を
測
り
ま
す
。
歩
幅
は
脚
の
長
さ
で
か
わ

り
ま
す
の
で
、
２
歩
の
長
さ
を
身
長
で
割
っ

た
数
値
を
２
ス
テ
ッ
プ
値
と
し
て
用
い
ま

す
。
例
え
ば
身
長
１
５
０
㎝
の
人
が
２
歩

で
１
８
０
㎝
で
あ
っ
た
ら
、
ツ
ー
ス
テ
ッ

プ
値
は
１
８
０
／
１
５
０
で
１
・
２
に
な
り

ま
す
。

　

２
ス
テ
ッ
プ
値
で
み
ま
す
と
「
ロ
コ
モ

が
始
ま
っ
て
い
る
」
の
は
１
・
３
未
満
、「
ロ

コ
モ
が
進
ん
で
い
る
」
の
は
１
・
１
未
満
、

と
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
）。
個
人
差
は

あ
り
ま
す
が
、
膝
と
股
関
節
を
深
く
曲
げ

腰
を
落
と
し
て
前
に
踏
み
出
す
姿
勢
が
出

来
な
く
な
る
と
１
・
３
以
下
に
な
り
、
い
わ

星
ほし

野
の

　雄
ゆう

一
いち

昭和25年　栃木県宇都宮市生まれ　宇都宮高校卒業
昭和51年　東京大学医学部卒業　　同整形外科入局
昭和61年　東京大学整形外科医局長
平成８年　自治医大整形外科教授
平成25年　とちぎリハビリテーションセンター所長・病院長

専門医　　
　日本整形外科学会：専門医、運動器リハ認定医、脊椎脊髄病認定医
　日本脊椎脊髄病学会：指導医
主催学会
　第32回関東整形災害外科学会　　第27回日本運動療法研究会
　第７回超音波骨折治療研究会　　第19回日本運動器リハ学会
　第18回日本腰痛学会
学会役員
　日整会　　運動器リハ委員会アドバイザー
　日本運動器科学会副理事長、日本運動療法学会常任理事　
　日本超音波骨折治療研究会世話人　日本B-SES研究会世話人

主な活動
　日本運動器科学会セラピスト制度立ち上げ
　運動器不安定症の創設（越智隆弘日整会理事長）
　ロコモティブシンドローム啓発活動（中村耕三日整会理事長）
　ロコモ25の開発責任者
著書
　エッセンシャル整形外科	 編集（医歯薬出版）
　Cervical Laminoplasty	 編集（スプリンガー）
　しびれが気になる時に読む本	 監修（NHKブック）
趣味
　ゴルフ、歴史散策、仏像巡拝、音楽鑑賞

プロフィール

ゆ
る
大
股
歩
行
が
危
な
く
な
る
と
１
・
１
未

満
に
な
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
20
歳
代
、
30
歳
代
で
は
１
・
６
を

超
え
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
40
歳
代
か

ら
60
歳
代
で
は
１
・
５
前
後
に
下
が
り
、
70

歳
代
で
は
１
・
４
前
後
が
標
準
的
で
す
。
１
・

２
未
満
は
要
注
意
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
２
ス
テ
ッ
プ
値
は
、
歩
行
速
度
お
よ
び

転
び
に
く
さ
と
関
連
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
整
形
外
科
学
会
は
、
こ
の
２
ス
テ
ッ

プ
テ
ス
ト
を
行
う
の
に
便
利
な
ス
ケ
ー
ル

付
き
マ
ッ
ト
も
有
償
提
供
し
て
い
ま
す
。

５　
第
２
回
の
ま
と
め

　

運
動
不
足
や
加
齢
等
が
原
因
で
足
腰
が

弱
っ
て
く
る
こ
と
を
ロ
コ
モ
と
呼
び
、
そ

の
チ
ェ
ッ
ク
法
と
し
て
の
３
つ
あ
る
ロ
コ

モ
度
チ
ェ
ッ
ク
の
う
ち
２
つ
（
立
ち
上
が

り
テ
ス
ト
、
２
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
）
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
ロ
コ
モ
は
40
歳

以
上
国
民
で
は
４
７
０
０
万
人
が
そ
の
予

備
軍
と
言
わ
れ
て
い
る
国
民
病
で
す
の
で
、

簡
単
な
自
己
チ
ェ
ッ
ク
（
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
、

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
）
で
早
期
に
発
見
し
、
適

切
な
運
動
を
習
慣
に
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
３
つ
目
の
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
で

あ
る
ロ
コ
モ
25
と
い
う
質
問
表
は
次
回
に
、

ロ
コ
モ
対
策
の
運
動
法
等
は
第
４
回
で
あ

る
最
終
回
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

図２　ロコモ度テスト②　２（ツー）ステップテスト
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「生活習慣病の発症・重症化予防を目指して」
《結果説明会で健診データから日常生活を振り返る》

「生活習慣病の発症・重症化予防を目指して」
《結果説明会で健診データから日常生活を振り返る》

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

足
利
市
は
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、
佐

野
市
、
群
馬
県
桐
生
市
、
太
田
市
、
館
林

市
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
少
子
・
高

齢
化
も
進
み
、高
齢
化
率
は
29
・
１
３
％
（
平

成
27
年
４
月
現
在
）
と
な
り
、
平
均
世
帯

人
数
は　

２
・
３
４
人
で
独
居
高
齢
者
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

足
利
市
は
平
成
26
年
度
に
健
康
あ
し
か

が
21
プ
ラ
ン
（
２
期
計
画
）
を
策
定
し
て
、

「
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
基

本
目
標
と
し
て
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を

掲
げ
、
計
画
の
中
に
あ
る
四
つ
の
基
本
方

向
の
一
つ
と
し
て
「
生
活
習
慣
病
の
発
症

予
防
と
重
症
化
の
予
防
の
徹
底
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

保健師活動報告

足利市健康増進課保健検診担当一同

特
定
健
康
診
査
受
診
率
31
・
７
％

　

平
成
26
年
度
に
お
け
る
受
診
率
は
特
定

健
康
診
査
31
・
７
％
、
胃
が
ん
検
診
７
・

０
％
、
肺
が
ん
検
診
９
・
７
％
、
大
腸
が
ん

検
診
17
・
７
％
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
21
・

８
％
、
乳
が
ん
検
診
25
・
２
％
で
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
以
外
は
、
県
平
均
よ
り

低
く
、
健
康
あ
し
か
が
21
プ
ラ
ン
目
標
値

に
は
、
届
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

セ
ッ
ト
受
診
で
人
気
の

「
お
り
ひ
め
検
診
」

　

事
前
予
約
制
の
検
診
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

市
民
に
人
気
の
あ
る
検
診
で
す
。
名
称
は

「
織
姫
神
社
」
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
年
間

35
回
開
催
（
国
保
対
象
27
回
）
し
、
特
定

健
康
診
査
と
各
種
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
で

受
診
で
き
る
も
の
で
す
。
低
額
で
一
度
に

受
診
で
き
る
の
で
、
継
続
受
診
者
が
増
え

て
お
り
、
65
歳
以
上
が
61
・
５
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
結
果
に
つ
い
て
は
、
説
明

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

結
果
説
明
会
で
減
塩
に
結
び
つ
く

調
理
方
法
等
を
紹
介

　

結
果
説
明
会
は
、
主
に
特
定
健
康
診
査

の
結
果
の
見
方
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

中
心
に
、
自
分
の
健
康
状
態
を
見
つ
め
直

し
て
い
く
よ
う
に
、
保
健
師
、
管
理
栄
養

士
が
内
容
を
検
討
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
説
明
会
の
流
れ
は
全
体
説
明
の
30

分
と
個
別
相
談
（
希
望
者
）、
特
定
保
健
指

導
該
当
者
の
初
回
面
接
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
度
は
年
間
27
回
開
催
し
、
延

べ
１
４
３
４
人
の
方
が
参
加
し
、
一
回
あ

た
り
の
平
均
参
加
者
は
53
人
、
平
均
参
加

率
は
89
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成22年度
〈平均寿命〉　   男　　　  女
栃木県 79.1 85.7
足利市 78.8 85.3

〈健康寿命〉　   男　　　  女
足利市 77.15 82.30

（歳）

保健師による結果説明の様子
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平
成
26
年
度
は
全
体
説
明
で
参
加
者
に

砂
糖
の
過
剰
摂
取
を
気
付
い
て
も
ら
う
目

的
で
冷
た
い
砂
糖
水
と
温
か
い
砂
糖
水
の

試
飲
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
冷
た
い
と
甘
く
感
じ
な
い
」、「
こ
ん
な

に
た
く
さ
ん
砂
糖
が
入
っ
て
い
る
な
ん
て
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
は
塩
分
に
焦
点
を

当
て
て
、
簡
単
な
工
夫
で
減
塩
に
結
び
つ

く
調
理
方
法
や
食
べ
方
、
食
材
の
選
び
方

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

血
液
中
の
脂
分
や
動
脈
硬
化
に
よ
る
血
管

の
内
側
の
変
化
が
わ
か
る
よ
う
に
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
し
た
り
、
食
事
内
容
で
比
較
し

た
食
塩
摂
取
量
の
差
な
ど
に
つ
い
て
実
物

を
展
示
し
て
意
識
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
、

重
症
化
予
防
に
向
け
て

　

足
利
市
で
は
以
前
か
ら
特
定
健
康
診
査

に
独
自
の
項
目
と
し
て
、
血
清
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
27
年
度
か
ら
試
行
的
に
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
（
糸

球
体
濾
過
量
）
を
表
示
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
特
に
高
血
圧
、
虚
血
性
心
疾
患
、
腎

不
全
、
糖
尿
病
の
医
療
費
が
高
い
こ
と
が

足
利
市
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今

年
度
か
ら
重
症
化
予
防
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
結
果
説
明
会
で
、
血
糖
値

や
腎
機
能
の
数
値
が
異
常
値
だ
っ
た
受
診

者
に
、
糖
尿
病
、
慢
性
腎
臓
病
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
勧
奨
値
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

の
方
に
対
し
て
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
結

果
通
知
の
一
覧
表
に
目
印
を
つ
け
、
希
望

者
へ
は
個
別
相
談
を
行
い
、
受
診
の
必
要

性
を
理
解
し
た
上
で
、
医
療
機
関
を
受
診

す
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
の
未
受
診
者
に
対
す
る
フ
ォ

ロ
ー
を
保
険
年
金
課
と
連
携
し
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
各
種
健
（
検
）
診
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
広
報
や
受
診
勧
奨

通
知
の
発
送
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
健

（
検
）
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ

人
が
増
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
、
今
後

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
工
夫
を
加
え
て
い
き
、
生
活
習

慣
病
予
防
、
重
症
化
予
防
、
各
種
健
（
検
）

診
の
受
診
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

飲物の砂糖の量を展示食塩摂取量の差は
１年間で４キロ！！
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保険者だより

― 矢板市 ―

“子育て環境日本一”を目指して“子育て環境日本一”を目指して

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を

テ
ー
マ
に
課
外
授
業
を
実
施

　

少
子
化
社
会
の
問
題
は
、
結
婚
や
妊
娠
、

出
産
な
ど
の
個
人
の
考
え
方
や
価
値
観
に

関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
個
人
の
自
由
な
選

択
が
最
優
先
さ
れ
る
一
方
、
社
会
的
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
」

の
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

若
者
が
幸
せ
な
家
庭
を
築
き
、
楽
し
い
子

育
て
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
社
会
全

体
が
意
識
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
良
い
方

へ
向
か
え
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

矢
板
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
高
校
生
を
対
象
に
「
結
婚
〜
妊
娠

〜
出
産
〜
子
育
て
」
に
つ
い
て
、
各
ス
テ

ー
ジ
で
結
婚
や
子
育
て
を
経
験
し
て
い
る

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
局
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
講
師
を
務
め
、
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
高
校
生
課
外
授
業
は
、
こ
れ
か
ら

「
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
」
を
経
験

し
て
い
く
で
あ
ろ
う
高
校
生
に
対
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
演
す
る
こ

と
に
よ
り
、
若
い
世
代
に
結
婚
や
子
育
て

を
前
向
き
に
捉
え
て
も
ら
い
、
な
お
か
つ

必
要
な
知
識
や
そ
の
意
義
、
そ
し
て
素
晴

ら
し
さ
を
啓
発
し
ま
し
た
。

い
気
が
す
る
」
と
話
し
、
女
子
生
徒
は
「
１

人
で
い
る
の
は
さ
み
し
い
の
で
、
将
来
は

結
婚
し
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
講
師
た
ち
は
、「
高
校
３
年
生
は

法
的
に
は
結
婚
で
き
る
年
齢
な
の
で
今
か

ら
結
婚
や
出
産
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」、「
結
婚
や

子
育
て
を
し
な
が
ら
で
も
や
り
た
い
こ
と

は
続
け
ら
れ
る
の
で
結
婚
が
障
害
に
な
る

と
は
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

授
業
に
参
加
し
た
男
子
生
徒
は
「
結
婚
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
結

婚
生
活
は
楽
し
く
い
い
も
の
な
ん
だ
と
思

っ
た
の
で
、
で
き
れ
ば
早
く
結
婚
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

受講後、男子生徒の結婚に対するイメージが
変わりました

結婚についてのイメージを質問中

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
模
様
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
で
放
送
し
、
当
日
授
業
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
に
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　

課
外
授
業
は
、【
結
婚
と
い
う
大
き
な
門

出
】、【
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
】、【
子
育
て

と
は
】
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
ま
し
た
。

受
講
後
結
婚
は
楽
し
い
も
の
だ
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
り
ま
し
た

　
【
結
婚
と
い
う
大
き
な
門
出
】
が
テ
ー
マ

の
課
外
授
業
の
際
は
、
ま
ず
、
結
婚
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
、
生

徒
た
ち
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
男
子
生
徒
は
「
結
婚
を

す
る
と
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
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栃
木
県
国
保
医
療
課
で
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
国
民
健
康
保
険
制

度
に
関
し
、
県
内
に
お
け
る
検
討
を
行
う

た
め
、
市
町
国
保
主
管
課
長
、
国
保
連
合

会
事
務
局
長
、
当
課
課
長
を
構
成
員
と
す

る
「
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
関
す
る

検
討
会
」
を
５
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、

（
一
）
財
政
運
営
に
関
す
る
事
項

（
二
）
市
町
村
事
務
の
効
率
化
、
標
準
化
及

び
広
域
化
に
関
す
る
事
項

（
三
）
そ
の
他
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に

関
し
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
検
討
会
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
項

を
個
別
具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
、

（
一
）
財
政
運
営
分
科
会

（
二
）
資
格
管
理
・
保
険
給
付
分
科
会

（
三
）
国
保
税
分
科
会

（
四
）
保
健
事
業
分
科
会

の
四
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

各
分
科
会
は
、
市
町
職
員
、
国
保
連
合

会
職
員
及
び
当
課
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
平
成
30
年
度
か
ら
市
町
と
県
が
共
同

保
険
者
に
な
る
機
会
に
、
市
町
間
で
異
な

る
事
務
に
つ
い
て
、
県
内
統
一
の
基
準
で

効
率
化
、
標
準
化
等
を
し
た
方
が
良
い
か
、

ま
た
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
か
の
検
討
も

含
め
て
、
現
在
、
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
県
内
標
準
化
等
に
つ
い
て
は
、

単
に
事
務
の
効
率
化
を
図
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
に
よ
り
、
被
保
険
者
が
県
内
ど
こ
に

居
住
し
て
も
、
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
、
と
い
っ
た
市
町
間
の
平
準
化
を
目

指
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

【
分
科
会
検
討
テ
ー
マ
等
】

　

６
月
に
第
１
回
目
の
分
科
会
が
開
催
さ

れ
、
三
分
科
会
に
お
い
て
、
今
年
度
検
討

す
る
テ
ー
マ
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
二
）
資
格
管
理
・
保
険
給
付
分
科
会
で
は
、

①
被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
カ
ー
ド

の
導
入
に
つ
い
て
、
②
高
額
療
養
費
及
び

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
支
給
勧
奨
方
法

の
統
一
に
つ
い
て
、
③
限
度
額
適
用
認
定

証
の
更
新
手
続
き
の
統
一
に
つ
い
て
、
の

３
テ
ー
マ

（
三
）
国
保
税
分
科
会
で
は
、
①
賦
課
方
式

及
び
賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
、
②
資
格
証

明
書
及
び
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
に
つ

い
て
、
の
２
テ
ー
マ

（
四
）
保
健
事
業
分
科
会
で
は
、
①
特
定
健

診
の
集
合
契
約
県
域
化
に
つ
い
て
、
②
後

発
医
薬
品
差
額
通
知
の
県
内
全
保
険
者
で

の
実
施
に
つ
い
て
、
の
２
テ
ー
マ
を
そ
れ

ぞ
れ
検
討
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

（
一
）
財
政
運
営
分
科
会
で
は
、
財
政
安
定

化
基
金
事
業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納

付
金
、
標
準
保
険
料
率
算
定
等
の
実
施
ス

キ
ー
ム
の
検
討
や
医
療
費
推
計
等
、
国
保

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
、

政
省
令
や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
面
は
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
等
に
よ
り
、
市
町
の
現
状
等

の
把
握
や
国
の
情
報
収
集
を
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
に
お
い
て
、

市
町
事
務
の
現
状
把
握
や
標
準
化
し
た
場

合
の
課
題
の
洗
い
出
し
等
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
、
各
テ
ー
マ
の
方
向
性
に
つ
い
て

一
定
の
結
論
を
出
し
た
上
で
、
年
度
末
に

開
催
す
る
検
討
会
に
諮
る
方
向
で
、
検
討

会
・
分
科
会
の
運
営
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

市
町
及
び
国
保
連
合
会
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
に
も
関
わ
ら
ず

検
討
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意

見
を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
新
制
度
の
円
滑
な
実
施
に

向
け
て
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国民健康保険制度改革に関する検討会国民健康保険制度改革に関する検討会

国 保 医 療 課 だ よ り

栃木県保健福祉部国保医療課
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私
は
日
光
市
保
険
年
金
課
の
高
橋
と
申

し
ま
す
。
保
険
年
金
課
は
初
め
て
で
、
財

政
運
営
や
制
度
の
複
雑
さ
に
戸
惑
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
趣
味
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
た

時
、
学
生
時
代
に
始
め
た
ゴ
ル
フ
が
思
い
浮

か
び
ま
す
。
下
手
の
横
好
き
で
す
が
何
度

か
の
中
断
期
間
は
あ
る
も
の
の
現
在
ま
で

続
け
て
い
ま
す
。
若
い
時
は
夏
は
サ
ッ
カ

ー
冬
は
ス
キ
ー
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
一

年
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
い
そ
し
ん
で
お

り
ま
し
た
。
特
に
サ
ッ
カ
ー
は
所
属
す
る

チ
ー
ム
が
当
時
の
社
会
人
リ
ー
グ
の
二
部

に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
シ
ー
ズ
ン

中
は
毎
週
の
よ
う
に
県
内
各
地
で
試
合
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
夏
に
泊
り
が
け
で
合

宿
な
ど
も
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

冬
に
は
日
中
福
島
県
ま
で
ス
キ
ー
に
出
か

け
、
そ
の
日
の
夜
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の

試
合
を
す
る
と
い
う
無
謀
な
こ
と
も
し
て

お
り
ま
し
た
。
社
会
人
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
は
練
習
も
試
合
も
全
て
夜
に
行
い
ま
す
。

地
元
の
ド
ー
ム
リ
ン
ク
が
ま
だ
屋
外
リ
ン

ク
だ
っ
た
頃
、
深
夜
に
近
い
時
間
に
練
習

が
終
わ
る
と
、
全
身
汗
だ
く
で
す
か
ら
真

冬
の
屋
外
で
素
っ
裸
に
な
っ
て
着
替
え
を

す
る
、
そ
ん
な
事
も
平
気
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

年
齢
と
と
も
に
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

は
遠
ざ
か
る
よ
う
に
な
り
、
今
は
身
体
を

動
か
す
こ
と
と
言
え
ば
ゴ
ル
フ
く
ら
い
に

な
り
ま
し
た
。
週
に
一
度
は
練
習
を
す
る

よ
う
に
し
て
、
所
属
倶
楽
部
の
月
例
競
技

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
は
と
も
か
く
、
三
十
五
歳
か
ら
欠
か

さ
ず
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
お
り
、
気

に
な
る
異
常
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
健
康

に
は
自
信
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
五
十
四
歳
の
時
に
疾
患
が
見
つ
か
り
、

運
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

は
Ｎ
Ｇ
で
、
変
わ
り
に
散
歩
を
勧
め
ら
れ
、

ゴ
ル
フ
は
カ
ー
ト
に
乗
る
条
件
で
許
可
が

お
り
た
次
第
で
す
。

　

運
動
以
外
に
も
食
事
、
特
に
塩
分
に
も
注

意
が
必
要
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
体
調
管

理
に
気
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
幸

い
職
場
に
保
健
師
さ
ん
が
お
り
ま
す
の
で
、

何
で
も
相
談
で
き
る
環
境
は
大
変
助
か
っ

て
お
り
、
保
健
事
業
の
重
要
性
を
身
を
持

っ
て
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

今
は
「
何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
週
に
一
度
の
練
習
と
月
に
一
、二
度

の
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
み
、
夢
の
パ
ー
プ
レ

ー
を
目
標
に
好
き
な
ゴ
ル
フ
を
続
け
て
い

け
る
よ
う
健
康
を
第
一
に
心
掛
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

日光市保険年金課

課 長 高
たか　はし

橋　 正
まさ　ゆき

之

何
事
も
ほ
ど
ほ
ど
に

私の趣味と

健康法
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①私の街自慢（街の自慢をご記入ください）　　②趣味・特技　　③健康法・ストレス解消法
④国保事務を担当しての感想・意見など　　⑤最近気になること

国保経験年数　0年 6ヵ月
①　国産かんぴょうのシェア 98％を誇
り、ユネスコの世界無形文化遺産とし
て名高い結城紬の生産の一翼を担う
という伝統を守る街です。市制が施行
されてから 10 年が経ち、今年は 10 周
年記念行事が数多く催されます。この
街の発展に少しでも貢献できたらと
思います。
②　野球、ラクロス、庭いじり、読書など
など
③　バッティングセンターでかっ飛ば
してストレスもかっ飛ばします。　　
　友人とくだらない話をしながら無
駄な時間を過ごす。
④　専任でやってはいませんが、少しで
も手助けが出来ればと思います。なに
ぶん自分の後期高齢者医療制度のこ
とも手一杯なので、自分のことに余裕
が出るようにがんばります。
⑤　夏の全国高等学校野球大会（載るこ
ろには終わってますが…）　

青 木　諒二郎
あお き

下野市
市民課　保険年金グループ

主　　事

好きな季節はスポーツの秋！

りょう じ ろう

国保経験年数　０年６ヵ月
①　高根沢町は、広大な田園風景の広が
る美しい町です。美味しいお米やにっ
こり梨など様々な農作物を作ってお
り、皇室の食料を生産する御料牧場も
あります。また、食と健康のための施
設である「元気あっぷむら」には、新鮮
な農作物の直売所や、地元の食材を
使った料理を堪能できる食事処、天然
温泉などがあります。ここで食べられる新
名物「高根沢ちゃんぽん」は絶品！
②　カフェめぐり、ラーメン食べ歩き
③　息子と目一杯遊ぶこと
④　国保事務に携わるのは今年が初め
てで、毎日が勉強です。日々実感する
のは、担当になり初めて知ることの多
さと、国保が非常に生活に密着したも
のであるということです。恥ずかしな
がら、これまで健康保険については非
常に曖昧な知識しか持ち合わせずに
ここまで来てしまったように思いま
す。そんな自分を反省しつつ、住民の
皆さんに国保を身近に感じてもらう
こと、また制度や手続きの一つ一つを
分かりやすく伝えることを目標に
日々精進していきます。
⑤　クラゲの展示に力を入れている水
族館。クラゲ展示種類数世界一でギネ
ス認定を受けたことで有名な山形県
鶴岡市立加茂水族館が昨年度リ
ニューアルしたそうなので、ぜひ癒さ
れに行きたいです。

小 山　孝 明
お やま

高根沢町
住民課　保険年金係

主任主事

癒されるもの、探しています！

たか あき
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早
期
着
手
で
新
た
な
滞
納
者
を

生
ま
な
い
工
夫
を

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

徴
収
実
務
研
修
会

　

７
月
22
日
（
水
）、
栃
木
県
本
館
庁
舎
８

階
４
会
議
室
に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
国

民
健
康
保
険
料
（
税
）
徴
収
実
務
研
修
会
」

を
開
催
し
、
市
町
徴
収
担
当
者
16
名
が
参

加
し
た
。

　

株
式
会
社
全
国
地
方
税
徴
収
実
務
機
構

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
篠
塚
三
郎
氏
に
よ
る

講
義
で
は
、
豊
富
な
経
験
に
基
づ
く
実
践

的
な
滞
納
整
理
や
滞
納
者
と
の
対
応
・
均

衡
方
法
を
説
明
。
そ
の
後
、
参
加
市
町
及

び
篠
塚
氏
か
ら
の
議
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
討
議
を
実
施
し
、
現
状
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
参
加
者
か

ら
は
「
公
平
・
適
切

な
徴
収
を
心
が
け
た

い
」「
強
制
執
行
は

毅
然
と
し
た
態
度
で

取
り
組
み
た
い
」
な

ど
の
感
想
が
あ
り
、

実
り
あ
る
研
修
会
と

な
っ
た
。

国
保
事
務
の
諸
問
題
を
整
理
し

事
務
の
適
正
化
を
図
る

平
成
27
年
度

国
保
事
務
担
当
職
員
研
修
会

　

８
月
６
日
（
木
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
国
保
事
務
担
当

職
員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
市
町
国
保
担

当
者
19
名
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
、
栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医

療
課
課
長
補
佐
塩
原
千
恵
子
氏
が
「
国
民

健
康
保
険
制
度
改
革
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
を
行
っ
た
。
国
民
健
康
保
険
の
改
革

に
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ

る
と
と
も
に
、
制
度
の
安
定
運
営
に
向
け

た
改
革
の
内
容
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
険
給
付
、
資
格
得
喪
を
テ
ー

マ
と
し
た
分
科
会
で
は
、
市
町
か
ら
提
出

さ
れ
た
事
務
処
理
に

係
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
栃
木
県
か
ら
の

助
言
を
踏
ま
え
た
分

科
会
を
実
施
。
疑
問

に
対
す
る
解
決
策
が

見
つ
か
り
、
今
後
の

事
務
処
理
に
役
立
つ

内
容
と
な
っ
た
。

更
な
る
医
療
費
適
正
化
に
向
け
て

事
務
の
質
の
向
上
を
目
指
す

平
成
27
年
度
レ
セ
プ
ト
点
検
事
務

担
当
職
員
研
修
会

　

９
月
３
日
（
木
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
レ
セ
プ
ト
点
検

事
務
担
当
職
員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
市

町
レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
担
当
者
64
名
が
参

加
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
特
別
講
演
と
し

て
、
本
会
診
療
報
酬
審
査
委
員
会
常
務
処
理

委
員
の
稲
田
髙
男
先
生
が
「
消
化
器
癌
治
療

の
選
択
肢
及
び
治
療
の
フ
ロ
ー
」
と
題
し
、

消
化
管
（
食
道
・
胃
・
大
腸
）
の
悪
性
腫
瘍
・

癌
の
進
み
具
合
（
進
行
度
）
別
の
治
療
法

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
会
職
員
に
よ
る
歯
科
レ
セ

プ
ト
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
医
療
と
介
護

の
突
合
点
検
に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
、
市

町
よ
り
事
前
に
提
出
さ

れ
た
レ
セ
プ
ト
点
検
に

お
け
る
質
問
事
項
に
つ

い
て
事
例
を
も
と
に
解

説
を
行
う
な
ど
、
事
務

の
質
の
向
上
を
図
る
内

容
と
な
っ
た
。

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

事
例
発
表
を
用
い
た

特
定
健
診
受
診
率
向
上
支
援
を
実
施

平
成
27
年
度

保
健
事
業
専
門
研
修
（
第
１
回
）

　

７
月
15
日
（
水
）、
本
会
９
階
大
会
議
室

に
お
い
て
「
平
成
27
年
度
保
健
事
業
専
門
研

修（
第
１
回
）」を
開
催
し
、市
町
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
担
当
者
52
名
が
参
加
し
た
。

　

昨
年
度
本
会
が
実
施
し
た
「
受
診
勧
奨

資
材
等
に
よ
る
特
定
健
診
受
診
率
向
上
支

援
モ
デ
ル
事
業
」
の
モ
デ
ル
保
険
者
で
あ

る
日
光
市
及
び
那
須
町
に
よ
る
事
例
発
表

の
ほ
か
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム

等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
を
策
定
し
た
鹿
沼
市
及
び
日
光
市
に

よ
る
事
例
発
表
を
実
施
。
発
表
市
町
が
実

際
に
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
内
容
は
、
他

課
と
の
連
携
の
重
要
性
な
ど
、
保
険
者
に

お
い
て
今
後
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
実
効
性
を
高
め
る

参
考
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
更
な
る
活
用
が

期
待
さ
れ
る
国
保
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
の
理
解
も
深
ま

る
研
修
会
と
な
っ
た
。
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国
保
事
業
運
営
上
の
諸
問
題
を

研
究
協
議

平
成
27
年
度
全
国
市
町
村

国
保
主
管
課
長
研
究
協
議
会

　

８
月
28
日
（
金
）、
東
京
都
・
一
ツ
橋
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
国
保
事
業
運
営
上
の
諸
問

題
の
研
究
協
議
を
目
的
と
し
た
「
平
成
27

年
度
全
国
市
町
村
国
保
主
管
課
長
研
究
協

議
会
」
が
国
民
健
康
保
険
中
央
会
主
催
の

も
と
開
催
さ
れ
、
全
国
よ
り
約
７
８
０
名

が
参
加
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房

審
議
官
武
田
俊
彦
氏
よ
り
「
新
し
い
国
保

制
度
に
向
け
て
」
と
題
し
、
今
年
５
月
に

成
立
し
た
新
国
保
制
度
の
内
容
、
必
要
な

準
備
及
び
納
付
金
の
考
え
方
な
ど
、
新
国

保
制
度
に
お
い
て
市
町
村
保
険
者
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
が
な
さ
れ
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、「
保
険
者
努
力
支
援
制

度
に
向
け
て
―
保
険
者
機
能
の
強
化
―
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
中
央

大
学
法
学
部
教
授
新
田
秀
樹
氏
司
会
の
も

と
開
催
。
新
国
保
制
度
で
は
、
市
町
村
保

険
者
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
十
分
に
生
か

し
、
更
な
る
医
療
費
の
適
正
化
に
取
り
組

み
、
国
保
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
対
応

す
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
保
険
者
機
能
の

強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
先
進
的

な
自
治
体
と
し
て
、
福
島
県
会
津
見
里
町
、

栃
木
県
日
光
市
、
三
重
県
伊
勢
市
、
香
川

県
丸
亀
市
、
大
分
県
日
出
町
の
５
市
町
が
、

取
り
組
み
内
容
を
発
表
し
た
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
で

健
康
課
題
を
明
確
に

　

関
東
甲
信
静
地
区
代
表
と
し
て
、
本
県
日

光
市
保
険
年
金
課
課
長
補
佐
藤
巻
郁
子
氏

は
、「
日
光
市
に
お
け
る
医
療
・
介
護
デ
ー

タ
分
析
に
基
づ
く
『
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
』」

と
題
し
、
意
見
発
表
を
実
施
。

　

市
で
策
定
し
て
い
る
第
２
期
特
定
健
康

診
査
等
実
施
計
画
を
補
完
す
る
位
置
づ
け

と
し
て
、
医
療
・
健
診
・
介
護
情
報
、
各

種
統
計
資
料
、
事
業
実
施
結
果
等
の
分
析

結
果
を
活
用
し
、
平
成
26
年
度
に
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定
し
た
。

　

日
光
市
に
お
け
る
平
成
24
年
度
国
民
健

康
保
険
の
年
間
一
人
当
た
り
医
療
費
は
県

内
で
最
も
高
い
が
、
医
療
機
関
受
診
率
は

最
も
低
い
こ
と
か
ら
、
状
態
が
悪
化
し
て

か
ら
受
診
す
る
傾
向
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
、

医
療
費
抑
制
対
策
が
市
に
と
っ
て
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
ま
た
、
日
光
市
の
疾
病
構
造
を
分
析

す
る
と
、
国
保
・
後
期
の
多
発
疾
病
上
位

６
疾
病
は
、
ど
ち
ら
も
１
位
が
高
血
圧
性

疾
患
。
介
護
認
定
審
査
会
対
象
者
に
つ
い

て
も
、
脳
梗
塞
・
高
血
圧
性
疾
患
が
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
。
特
定
健
診
結
果
か

ら
は
、
男
性
は
女
性
と
比
較
し
て
若
年
期

か
ら
メ
タ
ボ
予
備
群
ま
た
は
該
当
者
の
割

合
が
高
く
、
若
い
頃
か
ら
の
生
活
習
慣
の
影

響
が
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
40
代
前

か
ら
の
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
り
、
現
在
日
光
市
で
は
若

年
者
を
含
め
た
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
を
継
続
す
る
必
要

性
が
高
い
こ
と
を
、
デ
ー
タ
分
析
か
ら
も

再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
歯

科
健
診
の
結
果
分
析
か
ら
も
、
歯
周
病
と

生
活
習
慣
病
と
の
関
連
性
が
う
か
が
え
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
発
症
（
受
診
）
率
が

突
出
し
て
い
る
循
環
器
疾
患
（
特
に
高
血
圧

性
疾
患
）
と
若
年
男
性
の
健
診
受
診
率
の
低

さ
の
２
つ
を
優
先
的
課
題
と
し
、
特
定
健

診
の
継
続
受
診
者
等
を
増
や
す
と
と
も
に
、

健
診
結
果
に
応
じ
た
保
健
行
動
を
と
る
こ

と
の
で
き
る
被
保
険
者
の
割
合
を
増
や
す

こ
と
を
計
画
の
目
的
と
し
た
。
こ
の
計
画

を
策
定
し
た
こ
と
で
、
健
康
課
題
と
各
種

保
健
事
業
の
目
的
が
更
に
鮮
明
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
各
事
業
の
内
容
を
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に
基
づ
い
て
検
証
・
評
価
し
、
改

善
に
向
け
た
見
直
し
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

関
係
各
課
連
携
の
も
と
、
各
種
保
健
事
業

を
継
続
し
て
い
く
と
説
明
し
た
。

　

な
お
、
５
市
町
の
発
表
の
あ
と
、
厚
労
省

国
民
健
康
保
険
課
長
補
佐
島
添
氏
と
国
保

中
央
会
参
与
鎌
形
氏
よ
り
助
言
を
受
け
た
。

リ ポ ー ト リ
ポ
ー
ト

日光市保険年金課
課長補佐　藤巻郁子氏

藤巻課長補佐（左から2 番目）ら
全国 5 地区の代表者
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コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
う
と
、
毎
年
き
ち

ん
と
健
康
診
断
を
受
け
て
い
る
人
は
、
ご

自
分
の
数
値
と
い
っ
し
ょ
に
、
保
健
師
さ

ん
や
栄
養
士
さ
ん
の
お
顔
ま
で
思
い
出
す

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
年
５
月
、
新
聞
報
道
で
、「
食
事
に
含

ま
れ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
血
清
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
を
上
げ
る
と
い
う
エ
ピ
デ
ン

ス
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。

　

も
と
も
と
、
一
日
に
必
要
な
量
の
80
％

も
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
肝
臓
な
ど
の
体

内
で
つ
く
ら
れ
て
い
て
食
事
か
ら
取
っ
て

い
る
の
は
わ
ず
か
20
％
、
健
康
な
人
で
あ

れ
ば
多
少
取
り
す
ぎ
て
も
体
内
で
血
中
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

厚
労
省
は
こ
れ
ま
で
、
18
歳
以
上
の
男

性
は
一
日
当
た
り
７
５
０
㎎
未
満
、
女
性

は
６
０
０
㎎
未
満
の
摂
取
量
基
準
を
設
け

て
い
ま
し
た
が
、
五
年
お
き
に
改
定
す
る

「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
２
０
１
５
年

版
か
ら
日
本
人
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
摂
取

量
の
上
限
を
撤
廃
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

日
本
動
脈
脈
硬
化
学
会
も
「
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を
摂
取
す
る
の
を
制

限
し
て
も
、
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

低
下
す
る
人
と
、
低
下
し
に
く
い
人
が
い

て
、
個
人
差
が
大
き
い
の
で
、
健
康
レ
ベ

ル
の
人
の
摂
取
基
準
は
定
め
る
必
要
な
し
」

と
厚
労
省
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
摂
取
基
準

の
撤
廃
に
賛
同
し
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

　
「
し
め
し
め
、
も
う
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

気
に
し
て
食
事
す
る
必
要
は
な
い
！
」
そ

ん
な
風
に
思
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
朗
報
？

に
気
が
緩
み
そ
う
な
方
は
、
ご
注
意
！

　

心
臓
病
、
脳
卒
中
に
つ
な
が
る
動
脈
硬

化
を
予
防
あ
る
い
は
改
善
す
る
た
め
に
、

脂
質
の
種
類
や
摂
取
量
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
減
ら
し
た
い
脂
質
」
は
、
悪
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
増
加
さ
せ
る
ト
ラ
ン
ス
脂
肪

酸
（
マ
ー
ガ
リ
ン
、
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
な

ど
）、
飽
和
脂
肪
酸
（
動
物
性
脂
肪
）、
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、こ
の
三
種
類
で
、逆
に
「
つ

コレステロール摂取量、
　　　　　上限撤廃！？ニュースより
コレステロール摂取量、
　　　　　上限撤廃！？ニュースより

健 康 だ よ り

《悪玉コレステロールを増やさないために》《悪玉コレステロールを増やさないために》
栃木県国民健康保険団体連合会　衛生管理者　登坂　美子

と
め
て
取
り
た
い
脂
質
」
は
、
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
オ
メ
ガ
３
脂
肪
酸

な
ど
の
不
飽
和
脂
肪
酸
で
す
。（
図
２
参
照
）

　

更
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え

る
食
物
繊
維
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
処
理

す
る
能
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
ビ
タ
ミ
ン
や

タ
ン
パ
ク
質
を
加
え
ま
す
と
、
こ
れ
ら
を

満
た
す
食
事
と
い
え
ば
、
他
な
ら
ぬ
「
一

汁
三
菜
の
和
食
」
で
す
。

　

和
食
中
心
の
食
生
活
、
そ
し
て
、
運
動

習
慣
づ
く
り
や
禁
煙
が
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
増
や
し
、
悪
玉
を
減
ら
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
包
括
的
に
よ
い
生
活
習
慣
づ

く
り
を
実
行
す
る
こ
と
が
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
最
適
か
つ
最
短
の
施
策
で
す
。

　

さ
て
、
あ
な
た
の
健
康
診
断
の
悪
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
い
か
が
で
し
た
か
？

図１

※摂取量は厚労省の「国民健康・栄養調査（2010、11年）」、食品
　に含まれる量は文科省「五訂増補日本食品標準成分表」より

日本人の
コレステロール摂取

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

800

700

600

500

400

300

200

100

0
女性

基準値

１日あたり
263㍉㌘

１日あたり
600㍉㌘
未満

男性

基準値

１日あたり
297㍉㌘

１日あたり
750㍉㌘
未満

（㍉㌘）

30～49歳の
摂取量の中央値

厚労省のこれまで
の基準値
2015年版から撤廃

235㍉㌘

150㍉㌘

140㍉㌘

12㍉㌘

卵

マダコ

若鶏もも肉

牛乳

（1個あたり）

（100㌘あたり）

（100㌘あたり）

（100㌘あたり）

図２ オメガ 3脂肪酸を
多く含む食品例

クルミなど
ナッツ類

エゴマ油・亜麻仁油・
シソ油など

海藻・野菜、豆類 

いわし・サ バ・サン
マ・ニシン・さけなど
青い背の魚や魚油
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歩　　数：12,340歩 実際歩いた距離：7.3km
所要時間：1時間40分（休憩等含む） 消 費 カ ロ リ ー：309kcal（約とりのから揚げ3個分）

参考データ

歩こう！歩こう！
あの道あの道

　曇りや雨の日が続くなか、久しぶりに晴れ間が
のぞいた９月上旬の週末、那須塩原市・塩原渓谷
遊歩道を歩きました。この遊歩道は、塩原温泉ビ
ジターセンターから蟇石（がまいし）園地までの
全長8.5㎞に及びます。２区間に分かれているコー
スのなかから、今回は「やしおコース」をご紹介
します。
　塩原温泉ビジターセンターのある前山国有林を

スタートし、箒川沿いを歩きます。整備された歩
道を進むと、露天風呂が現れます。野趣あふれる
川沿いの岩の湯、木々に囲まれた不動の湯は、ど
ちらも人気の混浴風呂（有料）とのこと。コース
上には森に関する案内版や、休憩用のベンチも設
置されており、ゆっくりと森林浴を楽しめます。
これからの紅葉の季節、ハイキングと温泉が楽し
めるおススメのコースです。

「塩原渓谷遊歩道」で森林浴を楽しもう

※塩原温泉ビジターセンターから箒川ダムまでを往復したデータになります。
※今回歩いたコースは、マップ上に赤色で記してあります。

スタート
ゴール

大網

箒川ダム

箒 川

布滝

福渡不動吊橋

天
皇
の
間
記
念
公
園

塩
原
温
泉

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

福渡橋

キャンプ場岩の湯

福渡

不動の湯

比較的ゆるやかな家族向けコースです

福渡橋から眺める箒川

福渡不動吊橋を渡ると岩の湯が現れます

川沿いの岩の湯

箒川沿いに整備された遊歩道が続きます

観瀑台からの布滝

森林浴を楽しみながら休憩できます

木々に囲まれた箒川ダム

検索塩原温泉ビジターセンター詳しくは…塩原温泉ビジターセンターのHPを検索してください。
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編 

集 

後 

記

　

健
康
診
断
受
診
２
カ
月
前
と
秋
の
新
作

ス
イ
ー
ツ
と
の
間
で
の
葛
藤
。
美
味
し
く

食
べ
て
、
運
動
に
励
み
ま
す
。（
Ｔ
）

謹
ん
で
大
雨
に
よ
る
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

　

こ
の
た
び
の
大
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け

ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
安
全
と
健
康
、
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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国保連合会からのお知らせ

特定健診受診啓発新聞広報を
実施いたしました。

平成27年度市町健康まつりにおいて骨密度測定等を実施いたします。
　「生涯元気で活力ある地域づくり支援」の一環として、今年度も下表のとおり希望いただいた
保険者の健康まつり等のイベントを支援いたします。（平成27年10月以降分掲載）

特定健診受診率向上支援事業として、新聞による広報を
実施いたしました。
（平成27年9月27日（日）下野新聞に掲載）

日程

10月３日（土）

10月４日（日）

10月10日（日）

10月17日（土）

10月18日（日）

10月24日（土）

10月25日（日）

保険者 開催地

道の駅もてぎ
雀宮地区

市民センター
日光運動公園

西那須野
保健センター

岩舟健康福祉
センター「遊楽々館」

清原地区
市民センター

さくら市氏家体育館
真岡市総合福祉

保健センター
壬生町保健福祉

センター

時間
9：00～
　　12：30
9：00～
　　14：00
8：30～
　　17：00
9：30～
　　16：00
9：00～
　　14：00
9：00～
　　15：00
10：00～
　　15：00
9：45～
　　12：00
9：00～
　　15：00

平成27年度市町健康まつり支援一覧表（骨密度測定）

※時間が未定の場所につきましては、「－」で掲載しております。

茂 木 町

宇 都 宮 市

日 光 市

那須塩原市

栃 木 市

宇 都 宮 市

さ く ら 市

真 岡 市

壬 生 町

日程

11月１日（日）

11月７日（土）

11月８日（日）

11月15日（日）

11月21日（土）

11月22日（日）

12月６日（日）

２月20日（土）

２月21日（日）

保険者 開催地
佐野市田沼

グリーンセンター
姿川地区

市民センター
鹿沼市民

情報センター
栃木県立

県南体育館
河内総合福祉

センター
益子町

町民センター
市貝町中央公民館

グラウンド
桜小学校
城山地区

市民センター
いきいきふれあい

センター

時間
9：30～
　　15：00

　  －
9：30～
　　12：30
9：30～
　　12：30
9：30～
　　13：30
9：30～
　　13：30
9：00～
　　14：00

　  －
9：00～
　　13：00
9：30～
　　15：00

佐 野 市

宇 都 宮 市

鹿 沼 市

小 山 市

宇 都 宮 市

益 子 町

市 貝 町

宇 都 宮 市

宇 都 宮 市

那須塩原市
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詳しくは市町国民健康保険担当窓口へ　栃木県市町国民健康保険

14日以内
にお願いします。

こんなとき 届け出に必要なもの（印かんを必ず持参してください。）

ほかの市区町村に転出するとき
職場の健康保険に加入するとき
生活保護を受けることになったとき
死亡したとき

被保険者証
国保と社保の被保険者証
被保険者証、保護開始決定通知書
被保険者証、死亡診断書

10/1
から国民健康保険被保
険者証、退職被保険者
証が新しくなります。

平成27年平成27年

9/30
限りで古い被保険者証は使え
ません。市町国民健康保険担
当窓口へお返しください。

旧 新
国民健康保険を
やめるときにも
届け出（資格喪失届）
が必要です。

手続きは、

ほかの市区町村
から転入された
「あなた」

国民健康保険
に加入されていて

国民健康保険
をやめる
「あなた」

職場の
健康保険を
ぬけられた
「あなた」

国保　太郎

男

コクホ　タロウ国保の
手続きは、
お済みですか？

国保の
手続きは、
お済みですか？



26


